



































































































表 1 意 図 作 用
A 依頼的テモラウ受益文 有 有
B 許容的テモラウ受益文 有 無
C 単純受影的テモラウ受益文 無 無
これを図で示すと次のようになる｡
図1
A : 受影者吻 ノ
t;.トU



































表2 達 成 過 程 無意志動詞
A 依頼的テモラウ受益文 ○ × ×
B 許容的チモラウ受益文 ○ ○ ×
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とを示 していると思われる｡いずれに して も待遇表現 との関係を考慮 に入
れて更に検討す る必要がある｡
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10.最 も､面目 (1995)の ｢働きかけ性Jは本稿のものと異なる｡中山はベネファ
クティプ形式が特定のモダリティ形式 と複合 した場合の ｢働きかけ性｣を考察の対
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